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十
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開

会

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

た

だ

い

ま

か

ら

、

去

る

一

日

の

散

会

前

に

引

き

続

き

本

会

議

を

再

開

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

た

だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

会

議

が

成

立

い

た

し

ま

す

。

 

本

日

の

日

程

に

つ

き

ま

し

て

は

、

お

手

元

に

配

布

済

み

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

配

布

漏

れ

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

─

─

。

 

こ

れ

よ

り

日

程

に

入

り

ま

す

。
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

初

め

に

日

程

第

一

、

議

第

五

十

二

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

に

付

託

し

、

御

審

査

を

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

の

で

委

員

長

に

報

告

を

求

め

ま

す

。

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

吉

田

 

正

委

員

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

厚

生

建

設

常

任

委

員

長

 

吉

田

 

正

登

壇

〕

 

○

厚

生

建

設

常

任

委

員

長

（

吉

田

 

正

）

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

た

だ

い

ま

議

題

と

な

り

ま

し

た

議

第

五

十

二

号

に

つ

き

ま

し

て

、

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

に

お

け

る

審

査

の

経

過

及

び

結

果

を

御

報

告

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

本

件

は

、

去

る

、

十

月

一

日

の

本

会

議

に

お

い

て

当

委

員

会

に

付

託

さ

れ

、

同

日

、

午

後

一

時

か

ら

開

会

い

た

し

ま

し

た

委

員

会

に

お

い

て

、

提

案

者

の

説

明

を

受

け

、

質

疑

に

入

り

、

討

論

を

行

い

、

採

決

を

い

た

し

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

冒

頭

、

理

事

者

か

ら

、

議

会

に

お

い

て

契

約

に

関

す

る

承

認

が

必

要

と

な

る

工

事

の

事

前

説

明

を

怠

っ

た

こ

と

へ

の

お

わ

び

が

あ

り

、

今

後

こ

の

よ

う

な

案

件

に

つ

い

て

は

、

事

前

に

委

員

会

に

報

告

し

た

い

と

の

こ

と

で

あ

り

ま

し

た

。

 

 
 

議

第

五

十

二

号

 

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

き

ま

し

て

は

、

「

上

野

公

園

防

災

力

強

化

棟

建

築

工

事

で

あ

り

、

契

約

の

方

法

は

総

合

評

価

落

札

方

式

（

簡

易

型

）

一

般

競

争

入

札

で

、

契

約

金

額

は

税

込

み

で

二

億

八

千

八

十

万

円

、

契

約

の

相

手

方

は

、

株

式

会

社

田

原

建

設

、

請

負

率

は

九

九

・

九

六

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る

。

平

成

三

十

年

六

月

二

十

五

日

に

入

札

公

告

し

、

八

月

二

十

九

日

に

開

札

が

行

わ

れ

、

株

式

会

社

田

原

建

設

と

仮

契

約

を

締

結

し

、

工

期

は

契

約

締

結

の

日

か

ら

、

平

成

三

十

一

年

九

月

三

十

日

ま

で

の

予

定

で

あ

る

。

」

と

の

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

防

災

力

強

化

棟

の

止

水

対

策

に

つ

い

て

、

資

料

配

布

を

行

っ

た

上

で

、

「

防

災

力

強

化

棟

は

、

通

常

時

は

選

手

の

控

室

や

飲

食

等

も

で

き

る

多

目

的

ル

ー

ム

と

し

て

使

用

し

、

防

災

倉

庫

と

し

て

備

蓄

物

を

収

納

で

き

る

倉

庫

も

備

え

る

施

設

と

し

て

、

災

害

時

の

停

電

時

に

は

一

時

避

難

所

で

あ

る

総

合

体

育

館

へ

電

気

を

供

給

で

き

る

自

家

発

電

機

を

備

え

る

施

設

と

し

て

建

設

す

る

も

の

で

あ

り

、

建

設

場

所

に

つ

い

て

は

、

体

育

館

建

設

時

に

水

道

・

電

気

・

排

水

管

な

ど

の

設

備

が

駐

車

場

北

側

ま

で

既

に

整

備

さ

れ

て

お

り

、

最

も

経

済

的

な

位

置

と

し

て

選

定

さ

れ

て

い

る

。

」

と

の

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

建

設

費

用

の

財

源

に

つ

い

て

は

、

「

国

の

防

災

・

安

全

交

付

金

と

し

て

補

助

金

二

分

の

一

を

充

て

る

。

ま

た

、

平

成

二

十

九

年

度

か

ら

平

成

三

十

年

度

へ

の

繰

越

予

算

で

あ

る

た

め

、

平

成

三

十

年

度

中

に

出

来

高

と

し

て

あ

げ

る

必

要

が

あ

る

。

」

と

の

説

明

が

あ

り

、

建

物

本

体

に

つ

い

て

は

、

「

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

及

び

木

造

、

建

築

面

積

は

二

六

七

・

三

一

平

方

メ

ー

ト

ル

、

延

床

面

積

三

四

七

・

六

二

平

方

メ

ー

ト

ル

、

一

階

が

一

五

七

・

八

〇

平

方

メ

ー

ト

ル

で

自

家

発

電

機

・

倉

庫

・

備

蓄

倉

庫

を

設

け

、

二

階

が

一

八

九

・

八

二

平

方

メ

ー

ト

ル

で

多

目

的

ル

ー

ム

・

給

湯

室

・

ト

イ

レ

を

設

け

て

い

る

。

」

と

の

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

浸

水

に

対

す

る

追

加

の

対

策

と

し

て

、

新

た

に

三

つ

の

案

が

示

さ

れ

ま

し

た

が

、

当

初

設

計

の

止

水

ド

ア

の

性

能

に

つ

い

て

補

足

説

明

が

あ

り

、

「

平

成

二
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十

九

年

度

の

台

風

二

十

一

号

と

同

じ

浸

水

高

ま

で

漬

か

っ

た

場

合

、

止

水

ド

ア

の

性

能

と

し

て

の

最

低

値

を

用

い

た

計

算

で

仮

定

し

た

場

合

の

建

物

内

の

浸

水

は

、

二

・

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

で

あ

る

が

、

メ

ー

カ

ー

に

お

け

る

実

証

実

験

か

ら

計

算

し

た

場

合

は

六

時

間

で

わ

ず

か

〇

・

〇

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

、

一

ミ

リ

に

も

満

た

な

い

漏

水

量

で

、

じ

わ

り

と

に

じ

む

程

度

の

た

め

、

止

水

ド

ア

だ

け

で

も

止

水

対

策

に

な

る

と

考

え

て

い

る

。

」

と

の

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

続

け

て

ま

ず

、

一

案

と

し

て

、

防

災

力

強

化

棟

全

体

を

延

長

約

一

〇

〇

メ

ー

ト

ル

、

高

さ

二

メ

ー

ト

ル

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

壁

で

囲

む

も

の

で

、

防

災

力

強

化

棟

が

完

成

し

た

平

成

三

十

一

年

十

月

以

降

の

着

工

を

予

定

し

て

お

り

、

追

加

費

用

と

し

て

、

設

計

・

工

事

費

用

合

わ

せ

て

約

四

千

万

円

を

見

込

み

、

財

源

は

過

疎

対

策

事

業

債

を

充

当

す

る

。

次

に

、

二

案

と

し

て

、

防

災

力

強

化

棟

の

五

箇

所

の

止

水

ド

ア

の

前

に

長

さ

二

・

七

メ

ー

ト

ル

、

高

さ

五

〇

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

、

厚

さ

五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

、

重

さ

約

三

〇

キ

ロ

グ

ラ

ム

の

ア

ル

ミ

製

止

水

パ

ネ

ル

を

一

箇

所

当

た

り

三

枚

を

積

み

上

げ

て

設

置

し

、

高

さ

約

一

・

五

メ

ー

ト

ル

と

し

て

浸

水

を

防

ぐ

も

の

で

、

追

加

浸

水

対

策

工

事

は

防

災

力

強

化

棟

本

体

し

ゅ

ん

工

と

同

時

期

を

考

え

て

お

り

、

追

加

費

用

と

し

て

、

設

計

・

工

事

費

用

合

わ

せ

て

約

一

千

二

百

万

円

を

見

込

み

、

財

源

は

過

疎

対

策

事

業

債

を

充

当

す

る

。

さ

ら

に

三

案

は

、

五

箇

所

の

止

水

ド

ア

の

前

に

、

長

さ

四

メ

ー

ト

ル

、

幅

三

メ

ー

ト

ル

の

特

注

の

止

水

シ

ー

ト

を

貼

り

付

け

、

水

圧

が

掛

か

る

こ

と

に

よ

り

建

物

に

密

着

し

て

止

水

対

策

と

な

る

も

の

で

、

工

期

に

は

何

ら

変

更

な

く

、

追

加

費

用

と

し

て

は

止

水

シ

ー

ト

約

三

十

万

円

を

見

込

ん

で

い

る

。

安

価

で

効

果

の

あ

る

対

策

で

あ

り

、

一

案

か

ら

三

案

の

う

ち

、

三

案

の

止

水

シ

ー

ト

対

策

が

工

期

的

に

も

予

算

的

に

も

最

善

な

対

応

策

と

考

え

て

い

る

。

」

と

当

局

か

ら

詳

細

な

説

明

が

あ

り

ま

し

た

が

、

委

員

か

ら

、

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

北

側

の

防

災

力

強

化

棟

の

建

設

予

定

地

に

電

気

配

管

や

給

排

水

管

等

の

配

管

を

集

め

て

い

る

経

過

を

た

だ

し

た

の

に

対

し

、

「

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

建

設

時

に

全

体

的

な

計

画

の

中

で

設

計

・

埋

設

さ

れ

、

最

も

効

果

的

、

経

済

的

な

位

置

と

し

て

進

め

ら

れ

て

き

た

も

の

で

あ

る

。

」

と

の

答

弁

が

あ

り

、

ま

た

、

委

員

か

ら

、

昨

年

の

水

害

で

は

キ

ュ

ー

ビ

ク

ル

が

漬

か

る

被

害

に

遭

っ

た

中

で

、

浸

水

す

る

可

能

性

の

あ

る

場

所

に

建

て

て

、

止

水

の

追

加

対

策

案

を

提

示

す

る

こ

と

が

理

解

で

き

な

い

。

体

育

館

の

正

面

左

側

等

に

建

て

れ

ば

安

心

で

は

な

い

か

と

た

だ

し

た

の

に

対

し

、

「

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

建

設

当

時

の

平

成

二

十

八

年

五

月

九

日

の

第

一

回

臨

時

会

に

お

け

る

、

議

第

四

十

号

 

工

事

請

負

契

約

の

変

更

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

に

お

い

て

、

防

災

力

強

化

棟

増

設

等

の

施

設

の

建

設

よ

り

先

行

し

て

、

敷

地

造

成

工

事

と

送

受

電

工

事

及

び

給

排

水

管

工

事

等

を

実

施

す

る

た

め

の

変

更

で

、

後

で

行

う

別

途

工

事

で

な

く

、

体

育

館

本

体

と

一

体

的

に

施

工

す

る

こ

と

で

舗

装

等

の

取

壊

し

等

の

手

戻

り

が

生

じ

ず

、

安

価

に

で

き

る

な

ど

の

説

明

を

行

い

、

議

会

で

議

決

さ

れ

て

い

る

。

」

と

の

答

弁

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

委

員

か

ら

、

理

事

者

と

議

会

が

一

緒

に

な

っ

て

良

い

も

の

を

建

て

る

と

い

う

上

に

お

い

て

は

、

議

論

が

全

く

で

き

て

い

な

か

っ

た

と

言

え

る

。

議

会

で

認

め

て

い

た

と

し

て

も

、

昨

年

の

台

風

に

よ

り

浸

水

し

た

時

点

で

再

度

議

論

が

で

き

た

の

で

は

な

い

か

と

思

う

。

今

後

は

、

議

案

だ

け

で

は

な

く

、

小

さ

な

こ

と

で

も

事

業

を

進

め

る

上

で

は

議

会

に

説

明

を

し

て

い

た

だ

か

な

い

と

進

ま

ず

、

良

い

も

の

が

で

き

な

い

と

思

う

。

理

事

者

側

に

は

、

今

後

一

切

こ

の

よ

う

な

こ

と

が

な

い

よ

う

に

お

願

い

し

た

い

と

の

意

見

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

委

員

か

ら

、

追

加

の

止

水

対

策

に

対

す

る

補

助

金

に

つ

い

て

た

だ

し

た

の

に

対

し

、

「

二

重

の

止

水

と
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な

り

、

会

計

検

査

上

は

無

駄

な

も

の

と

判

断

さ

れ

、

交

付

金

の

対

象

と

は

な

ら

な

い

。

」

と

の

答

弁

が

あ

り

、

ま

た

、

委

員

か

ら

、

当

議

案

が

否

決

さ

れ

交

付

金

を

返

す

こ

と

に

な

っ

た

場

合

、

今

後

の

交

付

金

申

請

に

影

響

が

あ

る

の

か

と

た

だ

し

た

の

に

対

し

、

「

平

成

二

十

九

年

度

の

防

災

・

安

全

交

付

金

を

返

す

こ

と

に

よ

っ

て

、

今

後

、

五

條

市

に

交

付

金

を

渡

し

て

も

、

ま

た

返

さ

れ

る

と

い

う

ふ

う

に

相

当

イ

メ

ー

ジ

が

悪

く

な

る

。

ま

た

自

家

発

電

機

が

な

い

こ

と

で

、

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

避

難

所

と

し

て

の

位

置

付

け

が

薄

ま

り

、

五

條

市

と

し

て

大

き

な

痛

手

に

な

る

と

思

わ

れ

る

。

」

と

の

答

弁

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

委

員

か

ら

、

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

を

避

難

所

に

す

る

の

で

あ

れ

ば

、

水

害

時

に

対

応

す

る

た

め

阪

合

部

方

面

以

外

か

ら

も

避

難

で

き

る

よ

う

市

道

大

津

相

谷

線

を

か

さ

上

げ

す

る

必

要

が

あ

る

と

の

意

見

が

あ

り

、

ま

た

、

委

員

か

ら

、

予

定

地

に

建

て

る

の

で

あ

れ

ば

二

階

建

て

を

な

く

し

、

自

家

発

電

施

設

と

畳

の

倉

庫

だ

け

に

限

定

し

て

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

敷

地

高

ま

で

上

げ

る

べ

き

で

あ

る

と

の

意

見

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

委

員

か

ら

、

理

事

者

に

対

し

、

再

度

、

止

水

性

能

を

た

だ

し

た

の

に

対

し

、

「

先

ほ

ど

説

明

し

た

と

お

り

、

止

水

ド

ア

の

性

能

は

メ

ー

カ

ー

の

実

証

実

験

か

ら

計

算

す

る

と

、

六

時

間

で

わ

ず

か

〇

・

〇

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

の

漏

水

に

抑

え

ら

れ

る

。

」

と

の

答

弁

が

あ

り

、

ま

た

、

「

技

術

的

に

止

水

ド

ア

を

付

け

れ

ば

、

浸

水

し

て

も

水

が

入

ら

な

い

。

一

階

は

換

気

扇

を

な

く

し

天

井

か

ら

換

気

扇

を

付

け

る

等

、

技

術

的

に

解

決

で

き

る

部

分

な

ど

で

判

断

し

て

、

当

初

の

止

水

ド

ア

の

案

に

至

っ

た

も

の

で

あ

る

。

」

と

の

答

弁

が

あ

り

ま

し

た

。

 

 
 

こ

う

し

て

、

当

委

員

会

に

付

託

さ

れ

た

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

、

慎

重

審

査

を

経

て

採

決

を

行

い

、

起

立

採

決

の

結

果

、

否

決

す

べ

き

も

の

と

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

以

上

、

御

報

告

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

報

告

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

こ

の

際

、

議

員

各

位

に

申

し

上

げ

ま

す

。

 

委

員

長

報

告

に

対

す

る

質

疑

は

審

査

の

経

過

及

び

結

果

に

つ

い

て

で

あ

り

、

議

案

に

つ

い

て

の

質

疑

は

去

る

一

日

に

行

い

ま

し

た

議

案

審

議

に

お

い

て

既

に

終

了

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

 

た

だ

い

ま

の

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

委

員

長

の

報

告

に

対

す

る

質

疑

に

入

り

ま

す

。

─

─

。

 

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 

こ

れ

よ

り

討

論

に

入

り

ま

す

。

 

討

論

の

通

告

が

あ

り

ま

す

の

で

、

大

谷

龍

雄

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

○

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

そ

れ

で

は

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

上

程

さ

れ

て

お

り

ま

す

議

第

五

十

二

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

の

反

対

討

論

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。
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こ

の

議

案

の

中

身

は

も

う

委

員

長

報

告

に

も

あ

り

ま

し

た

か

ら

、

再

度

重

要

な

点

だ

け

説

明

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

け

れ

ど

も

、

内

容

は

い

わ

ゆ

る

自

家

発

電

施

設

と

そ

し

て

柔

道

の

畳

を

収

納

す

る

倉

庫

、

そ

し

て

そ

の

上

に

多

目

的

ホ

ー

ル

Ａ

、

Ｂ

を

建

て

る

と

い

う

こ

と

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

建

設

す

る

用

地

と

位

置

は

、

い

わ

ゆ

る

昨

年

の

台

風

二

十

一

号

で

浸

水

し

た

場

所

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

用

地

か

ら

昨

年

の

台

風

二

十

一

号

の

浸

水

は

、

こ

の

予

定

し

て

い

る

用

地

か

ら

一

・

九

、

大

体

二

メ

ー

ト

ル

浸

水

し

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

そ

の

と

こ

ろ

へ

建

て

る

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

し

か

し

こ

の

自

家

発

電

施

設

と

柔

道

の

畳

の

倉

庫

は

、

こ

れ

は

こ

の

間

の

経

過

か

ら

言

い

ま

す

と

、

む

し

ろ

市

議

会

議

員

の

方

か

ら

必

要

だ

と

い

う

こ

と

で

こ

れ

を

建

設

す

る

と

い

う

運

び

に

な

っ

て

お

り

ま

す

か

ら

、

反

対

討

論

と

し

て

も

自

家

発

電

施

設

と

畳

の

収

納

倉

庫

は

早

く

作

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

は

申

し

上

げ

て

お

き

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

そ

し

て

、

去

年

、

平

成

二

十

九

年

の

台

風

二

十

一

号

で

浸

水

し

た

場

所

に

建

っ

て

い

ま

す

か

ら

、

去

年

の

台

風

二

十

一

号

と

同

じ

よ

う

な

浸

水

が

あ

っ

て

も

被

害

を

防

止

す

る

た

め

に

今

回

は

一

案

、

二

案

、

三

案

を

出

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

一

案

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壁

の

場

合

、

用

地

か

ら

二

メ

ー

ト

ル

上

げ

る

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

止

水

パ

ネ

ル

の

場

合

は

五

〇

セ

ン

チ

幅

の

パ

ネ

ル

を

三

枚

、

三

掛

け

る

五

、

一

メ

ー

ト

ル

五

〇

セ

ン

チ

上

げ

る

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

止

水

シ

ー

ト

は

三

メ

ー

ト

ル

掛

け

る

四

メ

ー

ト

ル

で

す

か

ら

ド

ア

全

部

に

貼

る

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

幅

の

二

メ

ー

ト

ル

、

止

水

パ

ネ

ル

の

一

・

五

メ

ー

ト

ル

で

あ

っ

て

も

、

昨

年

は

や

は

り

約

二

メ

ー

ト

ル

、

水

か

さ

が

上

が

っ

て

い

ま

す

か

ら

、

五

〇

セ

ン

チ

土

を

上

げ

て

建

て

て

も

や

は

り

二

メ

ー

ト

ル

五

〇

セ

ン

チ

く

ら

い

の

浸

水

が

あ

れ

ば

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壁

も

止

水

パ

ネ

ル

も

超

し

て

水

が

入

る

と

い

う

こ

と

に

な

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

 

し

た

が

い

ま

し

て

、

こ

の

よ

う

な

安

心

で

き

な

い

よ

う

な

状

況

が

こ

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壁

と

止

水

パ

ネ

ル

を

設

置

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

も

食

い

止

め

る

こ

と

が

で

き

る

の

か

と

い

う

ふ

う

に

考

え

て

お

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

決

し

て

安

心

は

で

き

な

い

と

思

い

ま

す

。

将

来

の

状

況

を

予

測

し

ま

す

と

、

今

御

存

じ

の

よ

う

に

地

球

温

暖

化

の

高

ま

り

で

、

日

本

の

国

内

で

も

世

界

の

各

国

で

も

想

定

外

の

豪

雨

が

降

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

豪

雨

に

よ

っ

て

想

定

外

の

災

害

が

発

生

し

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

大

滝

ダ

ム

が

で

き

て

調

整

で

き

る

か

ら

大

丈

夫

だ

と

い

う

の

が

理

由

の

一

つ

に

な

っ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

平

成

二

年

に

は

大

滝

ダ

ム

が

ま

だ

で

き

て

い

な

い

と

き

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

今

の

建

設

予

定

地

か

ら

大

体

二

メ

ー

ト

ル

五

〇

セ

ン

チ

の

高

さ

ま

で

浸

水

し

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

二

メ

ー

ト

ル

五

〇

セ

ン

チ

と

い

う

こ

と

は

現

在

の

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

入

口

の

高

さ

か

ら

言

う

た

ら

、

も

う

五

〇

セ

ン

チ

か

ら

六

〇

セ

ン

チ

下

ま

で

水

が

来

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

だ

か

ら

も

う

平

成

二

年

に

そ

う

い

う

浸

水

も

あ

り

、

今

申

し

上

げ

ま

し

た

よ

う

に

地

球

温

暖

化

の

も

と

で

の

想

定

外

の

豪

雨

が

降

れ

ば

、

平

成

二

年

の

浸

水

の

高

さ

及

び

そ

れ

以

上

に

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

入

口

も

浸

か

っ

て

し

ま

う

よ

う

な

雨

も

降

り

、

浸

水

も

あ

る

と

い

う

よ

う

に

私

は

見

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す

。

大

滝

ダ

ム

と

言

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

大

滝

ダ

ム

も

何

ぼ

他

の

ダ

ム

よ

り

も

大

き

く

て

も

、

容

量

は

決

ま

っ

て

い

る

わ

け

で

す

。

何

ぼ

豪

雨

が

あ

っ

て

水

が

入

っ

て

も

調

整

が

で

き

る

と

い

う

も

の

で

は

な

い

の

で

す

。

今

大

滝

ダ

ム

は

で

き

て

か

ら

今

日

ま

で

の

間

に

土

砂

が

流

入

し

て

い

ま

す

か

ら

、

ダ

ム

の

底

に

土

砂

が

大

変

た

く

さ

ん

た

ま

っ

て

い

ま

す

。
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だ

か

ら

当

初

の

容

量

よ

り

も

も

う

少

な

く

な

っ

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

 
同

時

に

、

上

野

公

園

の

浸

水

の

心

配

は

吉

野

川

か

ら

だ

け

の

浸

水

だ

け

で

は

な

し

に

、

山

側

か

ら

大

き

な

豪

雨

が

降

っ

た

場

合

は

山

側

か

ら

の

雨

の

流

入

も

あ

る

わ

け

で

す

か

ら

、

し

た

が

い

ま

し

て

、

や

は

り

今

の

状

況

の

も

と

で

は

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壁

や

ら

止

水

パ

ネ

ル

を

二

メ

ー

ト

ル

な

い

し

二

メ

ー

ト

ル

五

〇

セ

ン

チ

上

げ

て

も

、

こ

れ

か

ら

の

豪

雨

の

予

測

を

し

た

場

合

は

、

や

は

り

ま

だ

ま

だ

浸

水

す

る

状

況

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

ふ

う

に

私

は

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

そ

し

た

ら

、

ほ

か

に

対

応

は

な

い

の

か

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

代

案

は

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

の

議

案

審

議

の

中

で

も

出

さ

れ

て

お

り

ま

す

よ

う

に

、

現

在

の

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

入

口

周

辺

は

東

、

北

そ

し

て

南

、

西

と

、

か

な

り

大

き

な

広

い

面

積

の

用

地

が

あ

る

わ

け

で

す

ね

。

だ

か

ら

や

っ

ぱ

り

そ

こ

に

建

て

る

と

い

う

検

討

は

真

剣

に

さ

れ

る

べ

き

で

あ

っ

た

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

間

の

委

員

会

の

答

弁

で

は

そ

こ

に

建

て

る

検

討

は

ほ

と

ん

ど

さ

れ

て

い

な

い

と

い

う

よ

う

に

私

は

感

じ

て

お

り

ま

す

。

 

ま

た

も

う

一

つ

の

方

法

で

は

、

今

設

計

さ

れ

て

い

る

設

計

の

ま

ま

で

自

家

発

電

装

置

や

ら

倉

庫

の

高

さ

を

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

入

口

と

同

じ

高

さ

ま

で

上

げ

る

と

い

う

こ

の

方

法

も

あ

る

わ

け

で

す

ね

。

こ

れ

も

余

り

真

剣

に

検

討

さ

れ

て

い

な

い

よ

う

に

私

は

感

じ

て

い

る

と

こ

ろ

が

ご

ざ

い

ま

す

。

送

受

電

気

工

事

と

か

給

排

水

管

工

事

が

今

の

位

置

に

で

き

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

け

ど

も

、

こ

れ

ら

は

延

長

し

よ

う

と

思

っ

た

ら

何

ぼ

で

も

で

き

ま

す

し

ね

、

い

や

ど

う

し

て

も

延

長

が

困

難

と

い

う

の

で

あ

れ

ば

、

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

で

も

出

さ

れ

て

お

り

ま

す

よ

う

に

、

今

の

場

所

で

今

の

設

計

で

倉

庫

を

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

高

さ

ま

で

上

げ

る

と

い

う

、

こ

の

方

法

も

あ

る

わ

け

で

す

か

ら

、

代

案

は

私

は

あ

る

と

い

う

ふ

う

に

考

え

ま

す

。

特

に

こ

の

今

回

の

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

に

関

連

す

る

議

案

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

建

設

の

と

き

の

、

こ

の

間

の

経

過

を

皆

さ

ん

思

い

出

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

や

は

り

過

去

何

遍

も

浸

水

し

て

い

る

あ

の

上

野

公

園

に

建

て

る

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

し

た

か

ら

、

や

っ

ぱ

り

将

来

の

心

配

か

ら

議

会

の

中

で

も

反

対

の

方

と

賛

成

の

方

と

意

見

が

分

か

れ

た

わ

け

で

す

。

反

対

さ

れ

た

方

も

私

は

も

う

当

然

や

っ

た

と

思

い

ま

す

ね

。

そ

ん

な

中

で

、

け

ん

け

ん

が

く

が

く

の

議

論

で

調

べ

て

み

れ

ば

、

過

去

の

一

番

の

水

害

、

浸

水

の

高

さ

よ

り

も

ま

だ

一

メ

ー

ト

ル

く

ら

い

高

い

と

こ

ろ

に

建

て

る

と

い

う

説

明

で

あ

り

ま

し

た

か

ら

、

私

も

当

初

は

こ

ん

な

重

要

な

大

き

な

も

の

を

建

て

る

の

は

場

所

を

変

え

る

べ

き

だ

と

い

う

こ

と

で

一

般

質

問

で

も

さ

せ

て

も

ら

っ

た

経

過

が

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

過

去

の

浸

水

の

高

さ

よ

り

も

一

メ

ー

ト

ル

高

い

と

こ

ろ

に

建

て

る

と

い

う

こ

と

、

そ

れ

を

信

じ

て

ぎ

り

ぎ

り

で

賛

成

さ

せ

て

も

ら

っ

た

と

い

う

と

こ

ろ

で

す

ね

。

と

こ

ろ

が

去

年

の

台

風

二

十

一

号

の

と

き

に

は

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

横

に

設

置

さ

れ

て

い

る

電

源

施

設

、

固

有

名

詞

は

キ

ュ

ー

ビ

ク

ル

、

こ

れ

が

漬

か

っ

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

入

口

ま

で

は

浸

水

は

し

て

い

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

一

メ

ー

ト

ル

五

〇

セ

ン

チ

か

ら

二

メ

ー

ト

ル

下

に

設

置

さ

れ

た

こ

の

電

源

施

設

キ

ュ

ー

ビ

ク

ル

が

漬

か

っ

た

わ

け

で

す

ね

。

こ

れ

は

、

ぎ

り

ぎ

り

の

立

場

で

賛

成

し

た

私

と

し

た

ら

、

当

然

こ

ん

な

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

に

必

要

な

電

源

を

取

り

入

れ

る

施

設

で

す

か

ら

ね

、

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

高

さ

と

同

じ

と

こ

ろ

に

設

置

さ

れ

て

い

る

と

い

う

ふ

う

に

私

は

信

頼
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し

て

い

ま

し

た

け

れ

ど

も

ね

、

と

こ

ろ

が

去

年

の

水

害

の

状

況

を

見

た

ら

、

電

源

施

設

キ

ュ

ー

ビ

ク

ル

は

漬

か

っ

て

い

た

わ

け

で

す

ね

。

こ

の

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

建

設

の

議

論

の

経

過

、

市

民

に

も

署

名

い

た

だ

い

た

わ

け

で

す

ね

、

こ

こ

ま

で

し

て

建

て

た

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

で

す

か

ら

ね

、

こ

ん

な

重

要

な

電

源

施

設

は

最

初

の

約

束

ど

お

り

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

高

さ

と

同

じ

と

こ

ろ

に

設

置

せ

な

あ

き

ま

せ

ん

。

個

人

の

家

で

も

そ

う

で

す

や

ろ

、

床

上

浸

水

し

て

も

電

気

が

消

え

な

い

よ

う

に

電

源

施

設

は

も

っ

と

高

い

と

こ

ろ

に

付

い

て

い

る

わ

け

で

す

。

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

は

入

口

よ

り

も

一

メ

ー

ト

ル

五

〇

セ

ン

チ

か

ら

二

メ

ー

ト

ル

低

い

と

こ

ろ

に

付

け

て

お

っ

た

か

ら

浸

水

し

た

わ

け

で

す

ね

。

こ

う

い

う

去

年

に

既

に

浸

水

し

た

経

験

を

持

ち

な

が

ら

、

し

か

し

防

災

倉

庫

を

、

い

ろ

い

ろ

手

立

て

は

つ

く

っ

て

も

去

年

の

台

風

二

十

一

号

で

二

メ

ー

ト

ル

も

浸

水

し

た

そ

の

場

所

に

建

て

る

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

は

私

は

賛

成

で

き

ま

せ

ん

。

代

案

も

今

明

ら

か

に

さ

せ

て

も

ら

い

ま

し

た

。

市

民

の

皆

さ

ん

方

に

約

束

し

た

こ

と

も

、

こ

の

キ

ュ

ー

ビ

ク

ル

の

浸

水

で

約

束

は

事

実

上

守

ら

れ

て

い

な

い

わ

け

で

す

ね

。

 

そ

し

て

今

代

案

を

申

し

上

げ

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

こ

の

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

周

辺

の

用

地

に

建

て

た

場

合

は

、

か

な

り

の

建

設

費

の

削

減

に

な

り

ま

す

わ

な

。

ま

ず

言

え

る

の

は

、

現

在

の

設

計

や

っ

た

ら

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

高

さ

か

ら

防

災

倉

庫

、

多

目

的

ホ

ー

ル

の

と

こ

ろ

に

渡

っ

て

い

る

橋

が

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

橋

の

建

設

計

画

は

一

〇

〇

パ

ー

セ

ン

ト

要

ら

な

い

わ

け

で

す

。

そ

し

て

も

う

一

つ

は

、

一

案

、

二

案

、

三

案

と

あ

り

ま

す

、

も

と

の

止

水

ド

ア

、

そ

し

て

一

案

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壁

、

二

案

の

止

水

パ

ネ

ル

、

三

案

の

止

水

シ

ー

ト

、

こ

れ

も

全

く

要

ら

な

く

な

る

わ

け

で

す

ね

。

こ

れ

も

か

な

り

大

き

な

削

減

に

な

る

と

思

い

ま

す

ね

。

ち

ょ

っ

と

遅

れ

て

防

災

交

付

金

が

も

ら

え

な

く

て

も

、

差

引

き

し

た

ら

そ

れ

以

上

の

削

減

に

な

る

の

違

い

ま

す

か

。

そ

う

い

う

こ

と

か

ら

考

え

た

ら

、

や

は

り

市

民

に

約

束

し

た

こ

と

が

一

部

守

ら

れ

て

い

な

い

わ

け

で

す

か

ら

ね

、

も

う

少

し

時

間

を

掛

け

て

検

討

す

べ

き

だ

と

、

先

ほ

ど

も

申

し

上

げ

ま

し

た

よ

う

に

、

自

家

発

電

施

設

と

畳

の

倉

庫

は

一

時

も

早

く

実

現

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

は

言

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

浸

水

し

た

ら

ま

た

ば

く

だ

い

な

金

で

災

害

復

興

費

と

い

う

こ

と

に

な

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

か

ら

ね

、

や

は

り

こ

の

時

点

で

は

も

う

少

し

検

討

す

べ

き

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

 

そ

し

て

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

で

も

指

摘

さ

れ

ま

し

た

よ

う

に

、

こ

の

昨

年

の

十

月

の

台

風

二

十

一

号

で

キ

ュ

ー

ビ

ク

ル

が

浸

水

し

て

い

る

に

も

関

わ

ら

ず

、

防

災

倉

庫

の

建

設

の

案

を

九

月

の

本

会

議

ま

で

に

関

係

委

員

会

や

議

員

全

員

協

議

会

で

説

明

あ

り

ま

し

た

か

。

私

は

な

か

っ

た

と

思

い

ま

す

よ

、

こ

れ

。

今

十

月

で

す

か

ら

一

年

あ

る

わ

け

で

す

。

理

事

者

の

皆

さ

ん

方

一

年

掛

か

っ

て

検

討

し

て

く

れ

た

ん

や

っ

た

ら

ね

、

最

低

、

入

札

す

る

前

、

本

会

議

に

提

出

す

る

前

に

、

こ

ん

な

重

要

な

議

案

を

や

は

り

議

員

の

皆

さ

ん

方

に

説

明

し

て

、

も

っ

と

議

論

を

尽

く

す

べ

き

で

あ

っ

た

と

思

い

ま

す

ね

。

 

こ

れ

か

ら

五

條

市

も

い

ろ

ん

な

重

要

な

事

業

が

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

今

後

の

た

め

に

も

こ

う

い

っ

た

重

要

な

議

案

は

や

は

り

入

札

前

、

本

会

議

提

出

前

に

議

員

に

説

明

し

て

議

員

と

よ

く

協

議

す

べ

き

だ

と

思

い

ま

す

。

地

方

自

治

法

を

見

ま

す

と

市

長

が

議

案

を

提

出

す

る

前

に

必

ず

議

員

に

説

明

し

て

議

論

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

は

な

っ

て

い

な

い

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

な

っ

て

は

な

い

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

も

う

長

年

の

歴

史

の

中

で

重

要

な

議

題

を

や

は

り

失

敗

な

し

に

進

め

よ

う

と
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い

う

こ

と

で

あ

れ

ば

、

市

長

の

案

は

入

札

前

や

本

会

議

提

出

ま

で

に

議

員

に

説

明

し

て

、

よ

く

協

議

す

る

と

い

う

こ

と

が

非

常

に

大

事

だ

と

い

う

こ

と

は

こ

の

長

年

の

歴

史

の

中

で

は

一

致

し

た

認

識

で

す

か

ら

ね

、

こ

の

こ

と

も

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

で

も

指

摘

さ

れ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

私

も

再

度

強

調

し

て

お

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

最

後

に

繰

り

返

し

ま

す

け

れ

ど

も

、

自

家

発

電

施

設

、

畳

の

倉

庫

は

少

し

で

も

早

く

安

全

な

場

所

に

建

設

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

は

言

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

そ

う

し

た

施

設

を

つ

く

る

た

め

に

も

も

う

少

し

議

員

の

皆

さ

ん

と

協

議

し

て

、

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

で

も

提

案

さ

れ

て

お

り

ま

す

代

案

を

基

に

協

議

し

て

失

敗

の

な

い

市

民

の

皆

さ

ん

方

へ

の

約

束

を

果

た

せ

る

自

家

発

電

施

設

、

畳

倉

庫

が

で

き

る

こ

と

を

要

求

い

た

し

ま

し

て

、

私

の

反

対

討

論

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

御

賛

同

の

方

、

ど

う

か

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

以

上

で

討

論

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

こ

れ

よ

り

議

第

五

十

二

号

の

採

決

に

入

り

ま

す

。

 

な

お

、

こ

の

採

決

は

起

立

に

よ

り

行

い

ま

す

。

 

本

案

に

対

す

る

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

委

員

長

の

報

告

は

否

決

で

あ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

は

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

賛

成

の

方

の

起

立

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

賛

成

者

起

立

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

起

立

多

数

で

あ

り

ま

す

。

 

よ

っ

て

本

案

は

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─
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─

─

─
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─
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─
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─
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─
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─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

以

上

で

、

本

日

の

日

程

は

全

部

終

了

い

た

し

ま

し

た

。

 

閉

会

に

当

た

り

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

議

員

各

位

に

は

、

終

始

御

熱

心

に

御

精

励

賜

り

、

厚

く

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

市

長

始

め

理

事

者

各

位

に

は

、

市

政

の

発

展

の

た

め

事

務

事

業

の

執

行

に

ま

す

ま

す

御

精

励

賜

り

ま

す

よ

う

、

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

閉

会

の

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。
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あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 
市

長

か

ら

閉

会

の

御

挨

拶

が

あ

り

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 
 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

平

成

三

十

年

第

一

回

臨

時

会

の

閉

会

に

当

た

り

ま

し

て

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

議

員

各

位

に

は

、

公

私

と

も

何

か

と

御

多

用

の

中

、

慎

重

審

議

を

賜

り

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

 
 

本

臨

時

会

に

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

・

承

認

い

た

だ

き

ま

し

た

こ

と

に

心

か

ら

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

議

員

各

位

に

は

健

康

に

十

分

御

留

意

い

た

だ

き

、

さ

ら

に

御

活

躍

賜

り

ま

す

こ

と

を

お

祈

り

申

し

上

げ

、

閉

会

に

当

た

っ

て

の

御

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

 
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

、

平

成

三

十

年

五

條

市

議

会

第

一

回

臨

時

会

を

閉

会

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

前

十

時

三

十

一

分

閉

会

 
 

 
 

 
 

 
 

  

本

会

議

録

の

正

当

な

る

こ

と

を

証

明

す

る

た

め

に

こ

こ

に

署

名

す

る

。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議

 
会

 

議

 

長

 
 

平

 
 

岡

 
 

清

 
 

司

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 
員

 
 

養

 
 

田

 
 

全

 
 

康

 

 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

牧
 

 

野

 
 

雅

 
 

一

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

吉

 
 

田

 
 

 
 

 

正
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